


































































































































































































































１ 保育室内 123 55.9
2 保育室前 57 25.9
3 玄関ホール近辺 25 11.4
4 門の辺り 6 2.7




1 保護者との連携を図るため 153 69.5
2 防犯のため 82 37.3
3 保護者と保育士が話し込むのを避けるため 2 1.0
4 送迎時間短縮のため 41 18.6
5 朝の準備を保護者に行ってもらうため 48 21.8
6 その他 53 24.1
保護者から子ども
を受け取る人
1 早朝保育のみ勤務のパート・アルバイト保育士 11 5.0
2 常勤保育士・パート保育士 195 88.6
3 主に朝（午前中など）に勤務のパート・アルバイト保育士 2 1.0





1 保護者との連携を図るため 156 70.9
2 防犯のため 36 16.4
3 保護者と保育士が話し込むのを避けるため 1 0.0
4 送迎時間短縮のため 0 0.0
5 受け渡し担当を決めているから 24 10.9









１ 保育室内 127 57.7
2 保育室前 54 24.5
3 玄関ホール近辺 19 8.6
4 門の辺り 12 5.5













1 保護者との連携を図るため 180 81.8
2 防犯のため 69 31.4
3 保護者と保育士が話し込むのを避けるため 0 0.0
4 送迎時間短縮のため 42 19.1
5 受け渡し担当を決めているから 11 5.0
6 その他 41 18.6
保護者から子ども
を受け取る人は
1 クラス担任 177 80.5
2 受け渡し担当保育士 19 8.6





1 保護者との連携を図るため 185 84.1
2 防犯のため 57 25.9
3 保護者と保育士が話し込むのを避けるため 0 0.0
4 送迎時間短縮のため 25 11.4
5 受け渡し担当を決めているから 17 7.7
6 その他 37 16.8
保護者へ子どもを
お渡しする場所
1 保育室内 120 54.5
2 保育室前 63 28.6
3 玄関ホール近辺 21 9.5
4 門の辺り 2 1.0




1 保護者との連携を図るため 180 81.8
2 防犯のため 88 40.0
3 保護者と保育士が話し込むのを避けるため 5 2.3
4 送迎時間短縮のため 41 18.6
5 受け渡し担当を決めているから 10 4.5
6 その他 27 12.3
保護者へ子どもを
お渡返しする人
1 クラス担任 196 89.1
2 受け渡し担当保育士 11 5.0





1 保護者との連携を図るため 192 87.3
2 防犯のため 73 33.2
3 保護者と保育士が話し込むのを避けるため 1 0.0
4 送迎時間短縮のため 16 7.3
5 受け渡し担当を決めているから 1 0.0









1 保育室内 144 65.5
2 保育室前 64 29.1
3 玄関ホール近辺 20 9.1
4 門の辺り 0 0.0




1 保護者との連携を図るため 153 69.5
2 防犯のため 109 49.5
3 保護者と保育士が話し込むのを避けるため 1 0.0
4 送迎時間短縮のため 39 17.7
5 受け渡し担当を決めているから 26 11.8
6 その他 24 10.9
保護者へ子どもを
お渡返しする人
1 延長保育のみ勤務のパート・アルバイト保育士 26 11.8
2 常勤保育士・パート保育士 172 78.2





1 保護者との連携を図るため 155 70.5
2 防犯のため 83 37.7
3 保護者と保育士が話し込むのを避けるため 1 0.0
4 送迎時間短縮のため 14 6.4
5 受け渡し担当を決めているから 33 15.0




















































































































































1 送迎時に保育士と保護者が直接会話する 208 94.5
2 連絡帳に記載 203 92.3
3 クラス内の連絡ボード 101 45.9
4 掲示板 134 60.9
5 メール 39 17.7
6 その他 34 15.5


























5 個人連絡ノート（帳面など）に保護者が記載する 145 65.9
6 保護者が園にメールを送る 8 3.6
7 特になし 0 0.0













3 クラス前の連絡ボードに書いていることを保護者が確認する 67 30.5
4 担任が個人連絡ノート（帳面など）に記載する 168 76.4
5 園内の掲示板に貼る 63 28.6
6 担任が保護者の迎えの時間まで待ち直接伝える 125 56.8
7 保育士に子どもと保護者の自宅に電話させる 85 38.6
8 メール 6 2.7
9 特になし 0 0.0





1 ある 216 98.2




1 入園式の日から 90 40.9
2 入園式の翌日から 103 46.8
3 慣らし保育が終了してから 8 3.6
4 保護者からの記入があっても保育所は記入しない 0 0.0




1 保護者とは口頭で連絡を取っているため 5 2.3
2 連絡ボード等を使用しているため 0 0.0






1 子どもの体調 201 91.4
2 食事量（哺乳量） 202 91.8
3 排泄 201 91.4
4 連絡事項 204 92.7





1 連絡事項 176 80.0
2 その日の出来事 185 84.1




1 非常に重要視している 82 37.3
2 重要視している 128 58.2
3 どちらでもない 3 1.4
4 あまり重要視していない 3 1.4




1 必要 208 94.5
2 不必要 4 2.0
その理由はなぜか
（複数回答可）
1 保護者との連携にとって必要だから 203 92.3
2 保育士の業務が過密なため 10 4.5





5 担任が月一回程度の保護者に渡す保育報告書を作成しているため 1 0.0










































































1 いる 146 66.4
2 いない 64 29.1
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ついては保護者の通勤や送迎の状況等を加味しなが
ら送迎保育ステーションを委託されている事業者が
決定するということであった。
　Ａ市の送迎保育ステーションでは	朝（登園）も
しくは夕方（降園）のどちらかだけの利用も可能で
あり、利用料は１日 100円、１か月最大 2,000円で
ある。利用料の金額設定については、市内のバス料
金を参考にしたとのことである。週に一度（送迎時
どちらかで構わない）は保護者が日中保育を受けて
いる保育所に出向いて、保育士と出会うということ
になっており、送迎保育ステーションに頼っている
だけではないということであった。
　このように、送迎保育ステーション事業について
は、待機児童の解消や保護者の送迎の負担など、保
護者のニーズについては大きく貢献している。
　一方で、送迎保育ステーションを利用する場合は、
保育者が保護者の様子を知ったり、保護者から直接
子どもの様子を聞き取ることができる登降園時のイ
ンフォーマルな子育て支援について、不足を補うコ
ミュニケーション方法はないかなどの模索が必要で
はないかと感じる。また、現在は送迎保育ステーショ
ンを利用する保護者は、事業者が決めたルール（週
に一度、送迎時どちらかで構わないが、保護者が日
中保育を受けている保育所に出向いて、保育士と出
会うということ）に沿って送迎保育ステーションを
利用しているということであるが、ルールに従うこ
とができない保護者が出てきたときの対応なども考
えておかなければならないであろう。
まとめ
　通常保育時間内において、玄関ホールや門の辺り
での子どもの受け渡しについては、保育室内にいる
子どもの保育について手薄になるか、もしくは担任
と保護者のコミュニケーションが図りにくい環境に
あるのではないかということも考えられる。
　子どもを保護者にお返しする場面では「保護者と
保育士が話し込むのを避けるため」というのも５園
あり、保護者対応が保育士業務の負担になっている
ということも十分考えられるが、保護者と保育士が
連携を図ることができる環境にあるのかということ
も考えなくてはならない。
　送迎時間の短縮を保育所全体で考えたり、保育士
一人一人が必要なことを手短にかつ十分に伝えるこ
とができる方法を身につけることも視野に入れてい
かなければならないということが分かった。
　アンケート結果の「連絡方法」から、日中の子ど
もの保育中の様子を、受け渡し保育士が保護者に伝
えることができているのかという疑問も残ってい
る。早朝・延長保育時については、保育士の勤務時
間も考えると、必ず保護者と会話できるとも限らな
いが、通常保育時間帯については、保護者と保育者
がインフォーマルな子育て支援ができる貴重な時間
であることには違いない。
　保育士や保育所は子育てについての専門職である
という認識を持っている保育士や保育所が大半であ
る中、子どもを預かることや保育の内容や方法にの
み保育であるととらえているのではないかと思える
保育所があるのも現実としてある。それはごく一部
であるとはいえ、保育所は子育て支援の重要な役割
を担っているため、全ての子どもに関わる保育所が
その認識を持ってもらいたいと願っている。
今後の課題
　子どもの受け渡しが「玄関ホール」「門のあたり」
と回答した保育所が、受け取る場所をそこにしてい
る理由について何なのかを分析しなければならな
い。
　「保育に欠ける」子どもが通う保育所は、保護者
主体の保育施設ではなく、あくまでも子どもの成長
を保護者と保育者が共に喜び合えるような保育施設
としてあり続けなければならないと考える。
＊本研究は平成25－26年度科学研究費補助金（若
手研究Ｂ）課題番号 25750013の助成を受けて
行った研究成果の一部である
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